
世 界 を 知 る

2023.4.12



12日 10176人
3月8日以来初の1万人超え



首都圏のここ２か月の変化



•首都圏 近畿圏共に４月に入ってから感染者が多い

•電車や人混みの中でのマスクなしが目立つ

•店員の人はマスク着用が推奨されているようだが



新型コロナの対応が変化して
•５月８日 新型コロナが感染症５類に変更

•感染者の数を毎日公表する「全数把握」から一部の
医療機関での「定点把握」に変更

•これは季節性インフルエンザと同じ

•国立感染症研究所が1週間ごとに発表

•全国約5000の医療機関が年齢層や性別ごとの新規
感染者数を報告する仕組み

•ゲノム解析は週約400件から100件へ



今後どうなる
•PCR検査数 病床利用率 重症患者数 死者数など
の情報は分からなくなう
•ただ自治体によっては数か月は現状を維持する
•流行に関しては
•１つの医療機関で１週間で10人以上で注意報、30人
以上で警報を発出することに

•マスクの着用に関しては徐々に減少するだろが完全
に無くなるのはまだ先になる



ワクチン代金は
•会計検査院が国のワクチン接
種事業に疑問
•ﾌｧｲｻﾞｰ等に8.86億回分発注
• 20・21年度支出4.4兆円
•ﾜｸﾁﾝ2.4兆円 補助1.7兆円
•ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ 1.2億回分発注
•血栓症発症 18.6万回のみ
• 6200万回分はｷｬﾝｾﾙ
•ｷｬﾝｾﾙ料はいいなり
•実際の接種数 3.83億回



進むかアメリカの分断



トランプ氏起訴
•トランプ氏が2016年大統領
選挙前に不倫相手に口止め
料を支払った等

•これに伴うﾋﾞｼﾞﾈｽ記録改ざ
んに関わる34の罪

•法廷で無罪を主張

•自宅に戻って支援者に向
かって演説

•かつてない規模の選挙妨害



急上昇したトランプ支持率
•大統領選に立候補を表
明しているトランプ氏

•表明していないﾃﾞｻﾝﾃｨｽ
氏

•表明している元国連大使
ヘイリー氏

•元副大統領のペンス氏

•圧倒的な支持率



今回はﾆｭｰﾖｰｸ州法での起訴
•ブラッグ氏は黒人系の
検察官
•民主党系
•共和党員としては民主
党がﾄﾗﾝﾌﾟ氏を陥れて
いると見る
•ﾄﾗﾝﾌﾟ氏もそれを利用
•まだ議会侵入事件や
秘密文書持ち出し問題
など起訴されるかも



これをどう見るか
•共和党にとって大きな問題

•トランプ氏から離れようと思っていた矢先にこの起訴

•支持者（白人至上主義的で反動的な思想の持主）は
トランプ支持に

•献金も小口中心で10億円越え（3月31日から3日間）

•議会議員も無視できない

•他の候補者がどうなるかが問題

•しかしこれでトランプ大統領が誕生するのか？



さらなる分断が進むかも
•多様性の尊重、性に関する社会規範、政府の役割
の拡大、国際協調主義等に対する憎悪と敵意拡大

•現在問題になっている銃規制にも後ろ向き

•人工妊娠中絶 共和党優勢の州では、規制強化

•これらを支持する勢力は30％程度

•反対する勢力が民主党に投票する可能性大

•結果的には分断が進むだけで民主党勝利か？



アメリカの機密文書流出



機密情報がSNSに流出
•アメリカの外交関係
の機密文書が流出

•100以上の文書

•ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ資料

•写真資料

•ｳｸﾗｲﾅ問題を中心
にｲｽﾗｴﾙ問題など

•内容に改ざんの跡



アメリカ国防機密文書流出



アメリカ政府は原因を究明中
•様々な問題を含んでいる
•ｳｸﾗｲﾅの地対空ミサイルが5月には枯渇する
•ｳｸﾗｲﾅ軍の部隊訓練の情報 ＞反撃時期等に影響
•NATO軍の特殊部隊がウクライナで活動中
• ＞プーチン大統領：今はNATOと戦っている
•韓国尹大統領の電話の録音
• ＞弾薬の供与がウクライナに提供されるかも
•ｴｼﾞﾌﾟﾄがﾛｼｱに４万発のﾐｻｲﾙを供与 ＞ｴｼﾞﾌﾟﾄ否定



誰が流出させたのか
•３月にゲーム愛好者のSNSに流出
•そこから拡大していく
•100ページを上回る資料
•雑誌の上に置いて撮影している
•電子情報からのハッキングではない
•改ざんされた部分が見つかっている

•アメリカは関係国に対して釈明をしている
•アメリカ政府ごどのように捜査をして結果を発表するか

電子情報は流出先
をたどりやすい



昨日のﾜｼﾝﾄﾝﾎﾟｽﾄによれば
•アメリカ軍基地に勤務する20代の男性

•熱烈な銃愛好家であり司法当局や情報機関につい
ては、市民を抑圧する邪悪な勢力と決めつけていた

•ﾁｬｯﾄｸﾞﾙｰﾌﾟの中で昨年から機密事項を公開

•その後実際の文書を撮影したものを公開した

•ここにかなり重要な情報が多く含まれていた

•同盟国に大きなショックを与えた

•今後の情報収集に大きな支障となり得る

機密に接する仕事か



犯人を逮捕 21歳情報担当州兵



BBCが解説 機密文書流出の問題点



相次ぐ北朝鮮のミサイル発射



北朝鮮が弾道ミサイル発射
•30分位の飛行
•新型中距離弾
頭の可能性
•太陽節に合わ
せて
•Jｱﾗｰﾄに問題？
•7：55発表で8時
に到達
•発信に問題あり



今年になって発射されてミサイル
• 1月1日 １発

• 2月18日 １発 火星15号

• 2月20日 ２発

• 2月23日 ４発 艦上から巡航ミサイル

• 3月9日 １発 短距離弾道ミサイル

• 3月13日 2発 潜水艦から

• 3月14日 ２発

• 3月16日 １発 長距離弾道ミサイル

• 3月19日 １発

• 3月22日 １発 巡航ミサイル

• 3月27日 2発

• 4月13日 １発 新型中距離ミサイル 火星18号

３月13～
23日

米韓合同
軍事訓練



警報システム
•Jアラートは発信が早
いが文字数に制限

•それを補完するのが
エムネット

•今回８時16分にはエ
ムネット上で飛来の
可能性はないと報じ
る



今回の問題は
•北朝鮮が発射した固体燃料の新型ICBM

•燃料が液体ではないので事前に察知するのは無理

•7時26分 北朝鮮からミサイルが発射されたと確認

•7時56分 8時頃北海道周辺に落下と発表＞避難を

•8時16分 すでに落下したということで解除

•新型であったため軌道確認がしにくかった

•途中で消失してので対応が難しかった

•米韓との情報共有のも課題か

４分で避難
できるの
か？



•今日の朝刊

•直後は既存の
ﾃﾞｰﾀで判断

•新型であった
ためﾃﾞｰﾀ不足
で判断困難

•固体燃料の３
段式ICBM

•日本に飛来す
るのは中距離
ミサイルのみ



黄砂が２年ぶりに飛来



黄砂が２年ぶりに到達
•黄砂が日本列島に到達

•ﾀｸﾗﾏｶﾝ、ｺﾞﾋﾞ砂漠で巻き上げられた砂
粒が偏西風に乗って飛来

•元々は無害だが飛来する間に付着す
る汚染物質が問題になる

•朝鮮半島・日本だけでなく北ｱﾒﾘｶから
ﾖｰﾛｯﾊﾟまで到達しているという

•中国国内の人口増による農地拡大等
で乾燥化が進んでいるのが原因か？









•黄砂を被った
車

• これを乾いた
布で拭くと車体
に傷がつく



大きさの比較

髪毛 70μm

花粉 30μm

黄砂 4μm

PM2.5 2.5μm

黄砂 4



黄砂対策
•外出を控える もし外出するならマスクなどの使用

•洗濯ものも外干ししない

•帰宅した時にうがいや目を洗うなどの対応を

•目、鼻、皮膚などのアレルギー症状

•気管支喘息や気管支炎、肺炎などの呼吸器疾患

•心筋梗塞や脳梗塞にも影響か

•妊婦は常位胎盤早期剥離の可能性が高まる



陸上自衛隊のヘリ行方不明



•４月６日 宮古島近辺
で陸上自衛隊のﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰが消息を絶つ

•乗員10名が行方不明

•第八師団長が同乗

•３月末着任したばかり

•熊本に拠点を持ち南
西諸島防衛が主任務

•台湾有事もからむ重
要な師団

朝日新聞デジタル20230409





乗員 14名 （操縦者２名+12名）
航続距離 470Km～1300Km
最高速度 295Km/h

耐用時間 6000時間
運用時間 2800時間



UH-６０JA
•アメリカ軍のブラックホークを自衛隊仕様にしたもの

•陸海空各自衛隊で使用中の多用途ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ

•夜間や悪天候でも飛行が行える全天候飛行能力

•ｴﾝｼﾞﾝを２基装備していて故障しても１基で飛行可能

•異常事態が生じた時の様々な装置を搭載

•最も安全性の高い機体だと言われている

•それがなぜ緊急信号も出さずに墜落したのか



•安全対策が稼働
せず

•自動救難信号器

•機体に強い衝撃
があると作動

•手動のトランス
ポンダー器

•入力できない高
度だったか

•ﾌﾗｲﾄﾚｺｰﾀﾞｰ



南西諸島への自衛隊配備が進む

・敵基地攻撃能力保持へ
・地元の反対意見も大きい



機体らしきものを発見か？



今注目のチャットGPT



チャットGPTとは
•アメリカの人工知能研究所であるOpenAI社が開発

•2022年11月30日にプロトタイプが配信

•「生成可能な事前学習済み変換器」というソフト

•教師あり学習と強化学習の両方の手法で転移学習
• 機械学習：教師があらかじめデータを与えそれをもとに学習するという方法

• 一連の行動を通じて報酬が最も多く得られるような方策（policy）を学習

• 問題を解決する際に得た知識を蓄積し、関連する別の問題にそれを適用する

•質問を入力すると自然な形の回答をしてくれる（音声でも）

•公開２か月で１億人のユーザー獲得



チャットGPTを使ってみると
•人間同士の会話のような形で回答してくる

•内容はゲーム、音楽、小説、脚本、詩、歌詞や作文
だけでなくプログラミングも可能

•パナソニックコネクトに入社式の社長の言葉もチャッ
トGPT

•LINEでも無料で利用可能（１日５回まで）

•手軽にAIを利用できるという事で急速に展開中



チャットGPTの今後
•文科省がチャットGPTの
使用方法について指針
を策定する方向へ

•考えを深める道具になる
のか

•現在生徒一人に一台の
情報端末を配布

•ネット環境の中で授業が
行われている



•各国で対応
を考えてい
る

•問題は何な
のか

•便利なもの
をどう使い
こなすか

•一方的な批
判だけでは
ダメ

４月末に行われるG7デジタル技術相会合で信頼
できるAIの構築に向けた国際ルール作りを目指す



文科省チャットGPTの使用について指針作成



AI活用に差が •河野大臣はﾁｬｯﾄGPTの
活用に意欲

•働き方改革にプラス

•文科省は教育現場での
使用に指針作成へ

•京大では総長が自分で
文章作成をと訴える

•若者は積極利用を主張



業界も積極的に参加
•チャットGPT Microsoft イーロン・マスク氏らが支援
して開発

•Edgeに組み込んで利用できるようにしている

•Google も Bard を開発

•AIについては一過性のものではなく、エンジニアがプ
ログラミングをする際に参考にしたり、ビジネスなど
にも活用されるようになると予想



OpenAIのCEOが岸田首相と会談





スマホ LINE で実験
•１日５回までは無料で対応して
くれる

•そこで早速入力してみました

•チャットGPTに問題はないのか

•すぐ既読がついて１分もたたな
いうちに回答が

•答えは左の画面の通り

•無難な回答だった



「星の王子様」
の読書感想文を
500文字程度で
書いて



Google Bard のデモ画面

•日本語版の開始はまだ不明だが近い将来にはリ
リースされる



AIの可能性と問題点
•営業のメールを作成する 故障の原因を聞く など

•弁護士やカウンセラーなど相談相手

•アメリカではMBAの試験問題に合格する回答を出す

•膨大なﾈｯﾄ空間に存在する情報を瞬時に取り入れる

•回答の信憑性をどう判断するのか

•著作権などの問題も

•武器の作り方 毒物の作り方 など危険な内容

•自分の情報も入力することも⇒個人情報が洩れる



AIの可能性と問題点
•作詞や作曲も行える
•感想文や論文の作成も簡単にできる

•学生などは自分で考えることしなくなるのではないか
•人間の仕事を奪ってしまうのではないか
•発達のｽﾋﾟｰﾄﾞが早すぎて社会がそれに追いつかず
•法的な対応も遅れてしまう
•将来的には一般化されるのだろうが今は生みの苦しみ
の最中なのだろう

開発一時停止を訴える署名運動も



トランプ元大統領が収監される
•この写真
はAIが作
成したフェ
イク画像

•簡単に作
られてしま
う恐ろしさ
がある



どう対応するのが良いのだろうか
•イタリアでは使用禁止に

•ドイツなどでも同様なことを検討中

•日本の大学でも使用禁止を検討中

•「禁止」するだけで解決できるわけではない

•PCの普及 ⇒ スマホの普及

•ワープロが文章作成に大きく変化をもたらす

•LINE や Twitter で情報収集が大きく変化

•様々な技術革新が我々の生活を変えて来た



使い方をどうするかを考える
•全面的に頼るのでなく「相談相手」とか「補助員」とい
う立場で利用するのはどうだろうか

•膨大な資料を作成する その中から傾向を知る 等
は大変な作業

•現在でも病気の原因究明に利用している

•出された結果をヒントとして自分の考えをまとめる

•出された結果の問題点を探ることを行う

•考え方や判断力を高めるために使って行く



•今の段階では全世界が実
験台

•正確性も安全性も分からな
い実験的な技術

•その利用は非常に無責任
で無謀な行い

•一部の巨大IT企業に集中
する構造が問題

•収益を上げるための道具に
過ぎない

•もっと民主的な統制がある
べき

•強い規制があれば安心で
きるだろう



AIはすでに様々な所で使われている
•Alpha GO ＞ 碁のソフト

•スマホの顔認証

•音声認識 ＞ AmazonのAlexa AppleのSiri

•自動車の運転支援 ＞ 車間距離 障害物 信号

•病気のAI診断 ＞ Ubie スマホ等で診断可能

• ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ ＞様々なﾃﾞｰﾀからで席の値段決定

•人間が行う大量の仕事を補完するために利用され
ている



すでに稼働しているチェック機能
•ｽﾀﾋﾞﾘﾃｨｰ社 ｽﾃｨｰﾌﾞﾙﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝという画像生成AI
＞言葉で作画意図を入れると画像を作る

•シカゴ大学 グレーズというソフト ｱｰﾃｨｽﾄの作品を
守るためのもの

•Adove Firefly 高品質の画像生成機能および卓越
したテキストエフェクトを提供

•＞知的財産を侵害するようなコンテンツは生成しない



新聞記事学術論文

音 楽

写 真

テレビ番組

ラジオ番組

SNSの情報演 劇

雑 誌コンピュータソフト

絵 画 ネットを通じて公開されている情報だけ



会話調で対応してくれる
一度つなげれば情報は
積み重ねられる



ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの速さ
•理化学研究所
が開発途中
•超低温利用
•ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
で数万年から数
億年かかる計算
を一瞬で終える
•実用化はまだ先
•2050年には100
兆円の利益
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